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金田昭治提出論文内容要旨

 脳卒中即ち中枢神経系の血管損傷はわが国死因の第1位をしめているが・ことに東北地方に高

 率に分布し・同地方では血圧水準もr般に高い傾向のあることは衆知のごとくである。しかし同一

 じ東北地方でも内陸部と沿串部ことに三陸la奉部では脳卒中死亡率にかなり開きがある。著者は一

 この内陸部と滑曄部との脳卒中死亡率の差が・如何なる原因によって生ずるものであるかを追求

 すべく・宮城県内の脳卒中死亡率高率地域として内陸部水田単作農村A(大衡村)・沿海農村B

 (蒲生部落)・低率地域として漁村。(1緋色島)を選んだ。農村Aの気候は内陸的であるが1農

 村Bの気候は漁村Oに近い。昭和50～54年の5年間にむける40才以上の人口100O人対脳一

 卒中死亡率は夫々5.815、6・2.6である。これらの地区から夫々約5D世帯をえらび・四季に…

 わたって栄養調査・血圧測定、二,三の血液成分測定を実施し,住民の栄養学的生活条件による一

 差異を検云寸したD

 研究方法並びに成績

 血EE水準は最高血圧では漁村住民が秋を除いて・青年膚(20～39才)・中年層(40～

 59才)共に農村住民よ9低いが・老年層(60～79オ)ではほとんど差がなかった・最低血

 圧では中年膚・老年層において同様の傾向がや玉みとめられる。高血圧者出現率では漁村が農村1

 より低レ、が・'心電図所見に仁t士也区1男1」の差をみとめなカ・つノヒ。

 栄養調査のや)方は国民栄養調査方式に従い1該当世帯海に連続5日間の摂取食品を記録し・

 食品分析表によってこれを分析した。たyし食品中マグネシウム含量については記載のない食品

 が多かったので1これらに対しては著者自らの手で分析を行った。食晶群・別摂取量は米について'

 みると・農村A1人1日当り45491農村B4289・漁村C3609で農村と漁村との間に

 明らかな差がある。これに対して麦,豆類ではいづれも漁村Gが機材A・Bより多く摂って一

 いる。動物性食品・野菜類・海草類も漁村Cに多く・農村Aは動物性食品・緑黄野菜の摂取量が

 特に劣っている。これに反して味噌摂取量は農村Aに多く・『醤油摂取量も農村A,Bが漁村。よ

 り多い。栄養素別摂取量をみると摂取熱量にはこれらの間に大差がみとめられないが,蛋白質こ

 とに動物性蛋白質は漁村Gに大で農村Aに最も小である。脂肪についても同様の傾向がみ・とめ

 られる。カルシウム摂取量は農村A,Bの夫々357"'2,575"～9に比して漁村Gは'4%"∠yと

 明らかに多く摂取している。マグネシウム摂取量は農村B(564"1のにや』多く,農村Aと漁
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 村Gとは共に520"軌て近い値を示している。燐摂取量は漁村Cにや』大であるがGa=Pの比率

 では漁村CO.52は農村A,Bの0.25に比して明らかに大であるDビタミンA摂取量は漁村G

 は農村Bと共に2520LUを示すが農'村Aは1470エ・Uをかなり少い。ビタミンB1・B2,ナイ

 アシソはいづれも農村A.農村B,漁村Gの順に多く,夫々t1,可・2,†・4;D.7,0・8,

 ロ、9;25,27,50(嬉単位)となっておダ,漁村Cの摂取量は大である。ビタミンGにつ

 いても69,82,116〃'9と同様の傾向がみ・とめられる。

 血清カルシウム量は柳沢氏法によったが,農村Bと漁村Oとは%～軌ア鰐/dLを示し,農村A

 のみはや～高目の99〃'蟹/d£を示した。これに対して血清マグネシウムi量はて・6,1.7ン1.8鰐/d£と

 漁村Gに高い。従ってCa3M9の比は漁村Cに最も小で農村Aに最も大である。血中ナイアシソ量

 は工」actobacil■u6・arabinosu617-5をf吏用菌株とする微生∫吻定量法によったが,0.5

 0.6,ロ.7〃'r%と漁村Cに大であり有意差がみとめられる。血中パントテソ酸母及び血清蛋白量も同

 様の1唄向を示したが'前者の差1な滴r意水準ンこ達しない。血清コレステロールイ直はBennie-zak

 法によったがン農村AンBは春秋共に170"`y/d.£を示したが,漁村Oldl葎に194"4ゲα.乞を示

 したのに対して秋には167帽/d見と低下している。

薦

婆

 、ヒ述の結果より農村fl三民が漁村lll民にくらべて不足している栄養素は・蛋白質・脂肪,カルシ

 ウム,ビタミンBi,ナイアシソ及びビタミンOであり逆!に脈噌,醤油摂取量カラミテ過剰と思わ

 れるものに食塩がある。そのうち脳卒中死亡率の同様に高率な農村A,B間に差がなく,その低

 率な漁村Gと有意差を示すもz)はカルシウムとビタミンeである。しかも飲料水中のカルシウム

 ニll上は漁村が農村より高く,カルシウム摂取量の差を一層増大せしめている。しかし血清カルシウ

 ムはカルシウム摂取の多寡にかxわらず生体内で一定の値をとっているものとみられ,農漁村儒

 民の間に差がみられなかったDビタミンA摂取量については,カロチンの効力をその%とみる従

 来の計算方法によったが,どの地区も同方法による国民栄養基準量に達していない。こと一に農村

 Aにおいでモの差が著しい。ビタミン。の年平均摂取量はいづれの地区も基準量をこえているが,

 農村Aでは季節的にこれ以下に下ってむり,叉調理による消失を考慮するとその不足の可能性は

 十分考えられる。ナィアシソには助酵素としての作用の地,循環系に対する種々の薬理作用があ

 るが.,漁村ではナイアシソ摂取量のみならず血中量も農村より高い値を示した。
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 1.農村の血圧水準及び高血圧者出現率は漁村より高く,中年層にこの傾向が大である。

 2.食晶群牙1膜取量をみると農村は米の摂取量が多いが,麦,豆類,動物性食品,野菜類,

 海草類の摂取はすべて漁村に多い。栄養素別摂取量をみると,蛋白質,脂肪,カルシウム,燐,

 鉄,ビタミンB1,ナイアシソ,ビタミンGを漁村が多ぐ摂取している。農村A,B間に差がなぐ

 漁村。との間に差のみられたのはカルシウムとビタミン。摂取量である。食塩摂取量は漁村が少

 いようである0

 5.血清コレステロール,血清カルシウム量は農漁村の間に顕著な差がない。血清カルシウムと

 マグネシウム量の間に明らかな逆相関があった。血中ナイアシソ,血清蛋白量は漁村が農村より

 高い。
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査 果 (7)

 .要 旨
 本邦死因の首位を占める脳卒中が特に東北地方に高率であることは周知の如くであるが,同じ

 東北地方でも三陸沿岸部は内陸農村部に比して低率であり,.これが原因を知ることは脳卒中・高.

 i血1圧の予防ヒ重要な拠点となる。脳卒中・高∫肛圧の成因は多因子的なものと解されるが,栄養が

 その要函の一つであることは否定できない。

 著者は服薬中死亡率の高い内陸農村A,沿海農村Bとその低率な離島漁村Gについて,住民の

 1組圧,栄養摂取量並びに若干の血中栄養素量を,四季に亘って調査研究した結果,次の結論をえ

 た。な変沿海農村Bは気候の点では漁村。に近い。

 1.農村A,Bの血圧水準,高血圧者出現率は漁村より高く,とくに中年層におや・てこの傾向が

 大である。

 2.食品辞別摂取量では.漁村の米の摂取量は農…村A,Bに比して明らかに少い。これに反し

 て憂・豆類・動物性食品(主に魚介類)・野菜頚・海草類の摂取量は農村より大である。
 5.栄養素別摂取童は,蛋白質ことに動物性蛋白質・脂肪・カルシウム・鉄・ビタミンB1・ナ

 ィァシン・ビタミンGが漁討に大である。ことに農村A,Bに比して1餅寸Gに崩かに摂取量の大

 であるものはカルシウムとビタミンOである。

 4阻清コレステロール'血清カルシウム・血中パントテソ酸量には農漁村闇に有意差がみら

 れないが,血中ナイァシγ量と1血清蛋白量においては漁村が農村より大である。

 カルシウム摂取不足の動脈に対する意義は助らかでないが,本研究は疫学的な立場から脳卒中

 死亡の高率な農村と低率な漁村との栄養摂取量の差異を明らかにし,東北地方に多発する脳卒中・

 高1皿圧の成因について重要な示唆を与えたものといえる。
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